
◼ 2/17 (月)監査 210 会計上の見積りの監査ゼミナール フィードバック  

      
  

＜講評＞ 
 

佐藤委員 (メイン講師) 

監基法540をよく読みテキストやe-learning をよく復習しましょう。ゼミナールで学んだことを実務に活か

してください。 

 

北島委員 

最後の講評でもお話ししましたが、会社の作成する利益計画は会社によって頻度も作成方法も異なる

ので単に取締役会を通っているかだけではなく、作成方法を踏まえて評価する必要がありますのでご留意

いただければと思います。 

 

牧原委員 

見積り項目は今後担当することが多くなると思いますが、まずは基準をしっかり理解して検討する必要が

あると思います。 

 

川合(俊)委員 

実務経験がまだない方もいたと思いますが、良く議論できていたと思います。見積りの検討は会社にとって

も重要なので、追加の資料や検討が必要になるとき、結論が変わる時等対応に余裕をもってできるよう

先に先にお話をしていくことを心掛けてください。 

 

宮部委員 

グループ全体で各補習生の意見を尊重して意見をまとめられており素晴らしかったと思います。J2 の方々

はこれから「会計上の見積り監査」になる調書を作成する機会が増えると思いますので、ディスカッションで

の経験を活かしていただければ幸いです。 

 


